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　在来線車両の使用線区を幹線からローカル線などに変
更した際に，走行時に台車枠各部に作用する荷重が設計
時の想定を上回る例が見られる。その場合には，走行試
験により荷重や応力を測定し，強度評価を行う必要があ
るが，ひずみゲージを使う通常の測定方法は，多大な労
力が必要なため，簡易な測定方法が求められている。そ
こで，比較的簡易に測定できる振動加速度を用いた，台
車枠強度評価のための荷重推定法を開発した。
　3線区において走行試験を実施し，走行時に台車枠各
部に作用する荷重と振動加速度の関係を求めた。これら
の関係を調査した結果，台車枠の振動加速度と台車枠各
部に作用する荷重には比較的強い関係性があることが
わかった。評価対象台車の伝達関数等をあらかじめ求め
ておけば，車両の使用線区や運用条件を変更した場合に，
振動加速度のみを測定することにより，台車枠強度評価
のための等価荷重を推定することが可能となった。

（鉄道総研報告，2012年3月号） 図　荷重推定法の概要
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